
文化活動部会 

Ⅰ．研究の概要 

 

１．研究課題 

「豊かで創造的な文化活動の日常的な教育実践についてどうあるべきか」 

 

 

 

 

２．研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容 １】 

地域の素材を生かした教育実践 

地域の人々や環境等との関わりからつくる活

動の在り方や工夫 

 

ア 地域人材の発掘・活用や地域との連携を図っ

た教育実践 

イ アイヌ文化に関する研修 

ウ 地域の自然や施設を活用した教育実践 

エ 社会教育との連携を図った教育実践 

 

【研究内容 ２】 

効果的な読書活動のすすめ方 

 子どもたちが読書に親しむ効果的な指導や豊

かな環境の工夫 

 

ア 読書指導の実践や、地域ボランティア・ＰＴ

Ａと協力した読み聞かせなどの実践。 

イ 調べ学習に役立つ図書館の活用法と実習 

ウ 学校図書館の運営や外部図書館との連携な

ど，豊かな読書環境づくりに取り組んだ実践 

 

 

３．研究方法 

（１）交流計画 

   部会便りの配付及びホームページによる情報の伝達をできるだけ行い，研究課題や研究内容の共通理解

を図る。 

      

（２）分科会構成 

第１分科会「地域と教育活動」  会場：北広島市立北の台小学校 家庭科室 

   第２分科会「読書活動」     会場：北広島市立北の台小学校 体育館 

   第１分科会、第２分科会ともに、南北合同開催。 

 

（３）研究協議会の内容と方法 

   ・研究課題や研究内容に沿った講演と学校レポート発表による実践交流を行い、今年度の成果と課題を

明らかにしていく。 

第1分科会「アイヌの食文化を取り入れた料理体験」 

第２分科会「これからの学びを支える学校図書館」 

 

 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）部会役員研修会による研究経過 

５月 ８日 第１回部会役員研修会  研究課題及び研究内容の確認について 

５月２３日 第２回部会役員研修会  研究協議の内容について 

                  部会だよりの発行に向けての打ち合わせ 

６月２０日 第３回部会役員研修会  研究協議の内容～詳細検討，部会だより発送作業 

７月１８日 第４回部会役員研修会  協議会運営に向けての協議，部会だより発送作業 

８月３１日 第５回部会役員研修会  研究協議会当日に向けての確認、講師打ち合わせ（オンライン） 

１０月 ３日 第６回部会役員研修会  部会活動の成果と課題，次年度へ向けての検討 

 

（２）部会役員研修会での研究成果 

   今年度は、４年ぶりに参集体制での研究協議会が開催できる見通しの中、５月～８月まで計５回の役員研修会をも

って準備を進めた。コロナ禍の期間も、たゆまず積み重ねてきた部会研究の成果を生かしながら、部会運営や部会内

容に関わる情報発信について協議した。 

   役員研修会では，研究の視点を確認し合う中で，各学校での実践に結びつくような実技講習や講演となるよう、他

機関にも問い合わせながら情報を集め、内容を精査していった。また、部会員それぞれが思いをもってまとめた実践

レポートの交流が、より充実したものとなるための方策についても検討を重ねた。 

第１分科会では，「アイヌの食文化を取り入れた料理体験」を実施し、第２分科会では，「これからの学びを支える

学校図書館」をテーマに、デジタルアーカイブ資料の活用について、それぞれ講師を招いて研修した。できるだけ早

い段階で講師を選定して依頼せねばならず、外部機関を活用し協力いただいた。実技講習会や講演の方向性は、これ

までの経緯や反省、部会員からの声を拾い上げて、ある程度前年度のうちに明らかにしておく必要がある。 

 

 

２．課題部会内での交流 

（１） 課題部会内での交流内容 

  第１分科会「地域と教育活動」 

①  実技講習「アイヌの食文化を取り入れた料理体験」（講師：髙橋千恵氏、東 定利氏） 

昨年度のレポートでも話題になっていた、「ご当地タニタごはんコンテスト―ヘルシー郷土料理でまちおこし

―」でグランプリを獲得した、社会福祉法人よいち福祉会の髙橋千恵氏と、江別

市立大麻小学校栄養教諭である東定利教諭をお招きした。「エゾシカ肉のロース

ト大地のソース」をメイン料理に、昆布飯やオハウを作りながら、アイヌの人々

が大切にしていた食文化に関わるお話を伺った。エゾシカは、購入すると大変高

価な食材なので、講師の髙橋氏のお知り合いのハンターに数日前に仕留めてもら

い、丁寧に血抜きをして処理されたもの。ジビエ独特の臭みは全く感じられず、

脂肪分も少なくおいしいソテーになった。行者ニンニクやにんじんをミキサーに

かけて作るソースは色どりも美しく、目にもおいしい仕上がりとなった。エモ巾

着は、ノーザンルビーという紫色のジャガイモをゆでてつぶし、カマンベールチ

ーズを包んで巾着形にしたもの。じゃがいもの甘みとチーズの旨味が味わえる一

品で、参加者は思い思いの形に仕上げていた。オハウは、一般的な鮭を使用した



ものでなく、鱈を使ったもの。鱈の肝油をひとたらしすることで、コクが増して、あっさりしがちなオハウもおい

しくいただけた。 

参加者名簿をもとに、受付で指示された６グループに分かれてもらい、調理実習

のような形をとった。グループのメンバーが全員知り合いであるわけもないのだ

が、さっと役割分担をし、作業を進めていく手際のよさに頭が下がる。急遽欠席者

が出たグループには役員も入り、一緒に調理を楽しむことができた。できあがった

料理は大変おいしく、参加者が「記念に…」と写真に収める姿も見られた。食材の

準備からその後の後片付けまで、すっかりお世話になった講師のお二人に感謝申し

上げる。 

 

②  レポート交流 

実技講習で使用した家庭科室が完全に片付けきれず、通常教室を

お借りして行った。各グループ（実技講習から継続）のレポート交

流はもちろんのこと、「コロナ後の地域人材活用」を軸に各校の実

態を交流し合った。「出前授業で、コロナで失ったつながりを取り

戻す努力をしている」「長年培った地域とのパイプがあるが、地域

の方の高齢化が進んでいる」「社会見学や、総合的な学習がコロナ

の関係で（見学先が対応でき

なくなって）予約がとれなかった」などの、悩みが共有された。 

石狩市立緑苑台小学校の「石狩宝探しの旅（４年目に突入）～旅で出会った

達人」や、北広島市立西の里小学校の「西の里夏祭り提灯づくり」、江別第一

中学校「ペーパーアートでつくるアイヌ文様」等、興味深いレポートの報告が

された。 

 

③  成果と課題 

【成果】 

・調理の実技は参加者からも大変好評だった。 

→体験型の実技講習を希望する声が多いため、調理に限らず運営側でアイ

デアを出し合い、企画していく。できれば、学校の教育活動でできるレ

ベルのものを考えていく。 

・レポート交流時、模造紙へのまとめ（KＪ法）をなくしたことで、互いの

実践を掘り下げて聞き合うことにつながったのがよかった。 

→各校のレポート内容は様々なため、コロナ後の地域人材活用を共通の論点に据えたグループ交流を進めた。全

体交流では、共通の論点に基づいた話を聞き合うことができよかった。 

 

【課題】 

・アイヌ文様の刺繍がコロナでできなかった年があったので、今後実施を検討

する。 

・アンケートの提出率が低かった。今後は、アンケートのQRコードをその場で

読み取ってもらい、当日のうちに提出が完了するよう、進行の時間配分をしっか

りする。 

    



第２分科会「読書活動」   

① 講演「これからの学びを支える学校図書館」  

講師：大井 将生氏 （TRC-ADEAC特任研究員、人間文化研究機構人間文化研究創発センター特任准教授） 

 今年度は、「学びを拓く」をキーワードに、これからの学びを支える学校図書館の活

用について研修を深めたいと考えた。そこで、情報センターとしての学校図書館の機

能と可能性について、大井将生氏よりご講演いただいた。大井氏は、豊かで創造的な

教育実践を実現するための「デジタルアーカイブ」の活用法を取り上げ、これからの

学びの在り方も含めて、新たな情報を私たちに提示してくださった。 

 「デジタルアーカイブ」とは、デジタル技術を用いて作成された文書・図表・映像

資料など多岐にわたるものを指す。デジタルアーカイブは、インターネットでの検索・

参照・活用が可能で、資料の多様性が魅力である。さらに、信憑性も高く、資料を読

み解いていく中で、学習課題を自分事として捉え直し、問題を発見・把握することにつながっていく可能性を存分に

秘めている。大井氏は、GIGAスクール構想において見落とされがちな問題点として、１人

１台端末を手にした子どもが、何を使って、どう学ぶのかの議論や実践がまだまだ不十分で

ある現状を指摘した。「多様な資料の中から問題を発見・把握する力」を育むためには、子ど

も自らが「問い」を立て、資料を集め、分析・表現する学習が重要であることは、現行の学

習指導要領でもうたわれていることである。子どもが立てる多様な「問い」にひもづく多様

な資料を収集できる学習環境を整えることが今求められていると、大井氏は「デジタルアー

カイブ」の活用の必要性を説明された。 

 そこで、教育現場で活用できる「JAPAN SEARCH」を紹介された。ジャパンサーチは、国の分野横断総合ポー

タルとして構築されたデータベースで、権利関係が整備された約２８００万件の多様な資料から検索・活用できるよ

うになっている。大井氏らの提唱する「キュレーション学習」（児童生徒が自ら立てた「問い」につながる多様な資

料を収集し、他者との協働的な考察を通して、新たな知や問いを生む学習）において、複数の資料を収集する際、こ

うしたデータベースは非常に有効である。子どもたち自らが資料を選択し、その資料を比べて解釈を進めながら「問

いをつなぐ」学びを展開している事例についても紹介してくれた。社会科の学習で「開国」を扱った絵図を見て、国

旗や人々の服装に着目して問いを立てた事例や、美しいとされたものを集めて、「オリジナルミュージアム」をつく

るといった活動などを取り上げていた。これらは、イベント的な授業ではなく、日常の学びであることを強調され、

「問い」を創発していく学びのおもしろさを語ってくださった。地域のおもしろい本や新聞、広告や絵はがきがデジ

タル資料となると、おもしろい教材になることを聞き、教材化への興味をかきたてられた。 

 部会員からは、「大井先生の明るくエネルギッシュなお話に引き込まれ、デジタルアーカイブの意義と活用につい

て興味をもった。身近な町のデジタルアーカイブからスタートしていきたいと思った。」「教科で使えるデジタルコン

テンツがこんなにもあることに気付かされた。」「授業づくりで、デジタルアーカイブを活用できるよさを理解した。

今後、授業例を共有できるようになるとよいなと思った。」といった感想が寄せられた。 

 

⓶「ぽけっと図書館」について    

解説：貝津 陽香氏（TRC 図書館流通センター北海道支社 学校図書館営業部） 

 「学校図書館の本がデータベース化され、学校図書館のパソコンの中には本の

情報が蓄積されているのに、子どもたちが自ら本の情報にアクセスできるツール

がない。」こうした現状の課題に対応したシステムが、「ぽけっと図書館」（TRC



が開発）である。このぽけっと図書館は、子どもたちのタブレット端末から学校図書館にある本を検索できる「図書

検索システム」で、自校の蔵書のみならず発売されている児童書にも広げることが可能で、公共図書館利用への橋渡

しとしても役立つ。このシステムの特長は、本の内容を含めた検索結果が導き出されることにあり、調べ学習におい

て幅広い本を手にすることが可能になる点にある。また、子どもたちが読書の世界を広げたい時、自動的に設定・更

新される様々なテーマからおすすめの本を見つけられたり、興味ある本の情報を集めておける本棚機能もついていた

りと、本との出会いを楽しむ工夫も魅力的だ。 

 すでに「ぽけっと図書館」を導入している北広島市立西部小学校の山本和彦主幹教諭

より、実際に運用している様子について紹介していただいた。「感想スタンプランキン

グ」という機能を使うと、「わくわく」「わははは」「じーん」「なるほど！」など8種類

のスタンプで本の感想を投票でき、そのランキングで本選びができる楽しさを子どもた

ちは味わっているそうだ。さらに、自分のタブレット画面で「読書の記録」を管理でき

る機能もあり、学校図書館を利用する意欲付けになっていると話された。 

 ICT活用が進んでも、読書体験で身につける知識や能力は学びの土台になっていくものである。部会員からは、「子

どもたちが惹かれる機能がたくさんあることがわかった。運用面のことも知りたい。」といった声が多く寄せられた。 

 

⓷ レポート交流 

全部で４８本のレポートが集まった。子どもたちが読書に親しむための手立てについて、各校の工夫した実践が報

告された。 

交流方法は、事前に役員が割り振った６~7名のグループに分かれ（小学校と中学校は別）、「わたしの一冊」（持参

したおすすめの本）を用いながら自己紹介をしあい、自校のレポートを発表

してもらう形をとった。質疑応答の時間の中で、日頃の読書指導の工夫や悩

みをざっくばらんに出し合い、実践のヒントを得ることができた。 

「本を選べない子への支援」「子どもたちが読書に親しむ環境の工夫」「図

書館だよりの発行」「読書リストの活用」「全校で取り組む読書強化週間」「国

語科・委員会での取組」「特別支援学級での読書活動」「地域ボランティアに

よる読み聞かせ」「図書イベントの実施」「地域図書館との連携」「学校司書と

の連携」等、学校図書館活動や学年・学級での読書指導の様子が取り上げられた多彩なレポートが集まった。互いに

具体的な報告を聞き合うことができ、有意義な交流となった。 

部会員からは、「他校の先生と話せるのが楽しかった」「新しい本の情報などを交流でき

てよかった」「少人数で話しやすく、充実した交流になった」といった声が寄せられた。 

部会の恒例となった「わたしの一冊」は、知らなかった本と出会う楽しみがある。今年

もブックリストを作成し、HP を活用して広く紹介する予定である。選書の参考資料とし

て活用してほしい。 

また、折り紙でできる「豆本」を作成し、部会員に配付した。学校図書館のイベントや

読書月間の景品として活用できるものとして紹介した。 

 

➃ 成果と課題 

  【成果】 

  GIGAスクール構想が進められる中で、学校図書館をどのように活用していけばよいか、大井氏の講演を通して、新

たな視点を得ることができた。「デジタルアーカイブ」の活用によって、子どもたちの「？」や「！」を引き出せると

いう事例に多いに刺激を得た。情報センターとしての学校図書館の役割や、タブレット端末を活用した新たなかたち



の学びのイメージを、部会員で共有できたことは大変意義深い。 

 【課題】 

   講演の中で大井氏が提示してくださったたくさんの情報を、部会員に還流していけるよう整理し、実践交流を進め

ていくことが課題である。授業づくりや教材開発についてのレポートも積極的に発信してほしい。 

また、これからの学校図書館の整備や読書活動の推進について考えるよい機会となった。読書活動の充実に向けた

取組の工夫について、これからも，広く部会員で意見を交わし検討していくことが今後より一層必要になってくるだ

ろう。 

 

 

Ⅲ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

今年度は、２年継続研究の２年次となった。昨年度はリモートでの研究協議会となったが、今年度は参集して開催す

ることができた。自校での実践について、対面形式で交流し考えを深める場にすることができた。 

「地域と教育活動」について研究する第１分科会では、講師を招いての実技講習を実施することができた。アイヌの

食文化を取り入れた料理体験を行うことができ、事後アンケートの回答には、理解を深められたとの感想が多数寄せら

れたことが大きな成果と考える。 

「読書活動」について研究する第２分科会では、１人１台端末が整備される中でデジタルアーカイブを活用した実践

について、講師の大井氏に細やかに紹介していただいた。部会員にとって関心が高い内容であったため、今後実践する

際の参考になったようだ。 

どちらの分科会も小グループでレポートを交流することにより、各校の工夫された実践や悩みを話し合うことができ

た。文化活動部会では、これからも部会員が積み上げてきた実践を互いに学ぶ合うことを軸に、体験的・実践的な活動

を取り入れた研究協議会を企画していきたいと考える。集まったレポートは、学校や地域の特色を生かした実践がまと

められたものばかりであった。管内における特色ある取組を交流していくことは、大変意義深い。焦点化されわかりや

すくまとめられたレポートを広く交流することは、部会員の大きな刺激となる。これからも部会の財産として共有し、

蓄積していきたい。 

 

２．課題 

  研究協議会が、部会員にとって新たな気付きを得て、自校での活動がより一層充実するきっかけの場となってほしい。

そういった点からも、今回講師を招いての実技講習会は意義深いものであった。今後も継続していくために、次年度以

降の講演の方向性は、これまでの経緯や反省、部会員からの声を拾い上げて、できるだけ早い段階で明らかにしていく

必要がある。 

また、作成していただいたレポートの集約や開催要項などが部会員に周知されるための方法を模索していく必要が

ある。部会ホームページや部会便りを引き続き積極的に活用していくことはもちろん、C4ｔｈ等のツールも効果的に活

用し、部会員が情報を共有できるような体制も検討していきたい。 

研究協議会を開催するにあたり、約１５０名の部会員を受け入れるために、会場校となった北広島市立北の台小学校

の職員をはじめ所属されている部会員の方々には、多大なるご協力をいただいた。駐車場の誘導、会場設営、後片付け

など大変お世話になった。協議会当日の運営体制づくりについて、検討を要する。 

 

                                        （文責 飯坂 直子） 


